雲取山

日時　平成24年12月16日、17日

場所　山梨県

参加　計4名

1日目

　日本百名山である雲取山に4名で登った。雲取山は東京都、山梨県、群馬県の１都２県にまたがる県境に位置し、東京都のでっぱりに有る山で、標高が2017m、奥多摩の奥深い丹波山村（たばやま）に所属している。登山ルートは数ルートあるが今回は奥多摩駅からバスで約40分の親川からのルートととった。10:25登山開始、登山口は民家のすぐ横にあり比較的判り易い。すぐに急な登りとなり、落ち葉で一杯の細い登山ルートを進む。天気は良好。この季節としては格別の気候だ。つい先日まではかなり寒く、メンバーはその気になってかなりの防寒用品を持参したが拍子抜きにあった気候であった。暫く登ると後山集落の跡地にでる。石垣が確り構築され、沢水を引いてきた水道跡も残されており、今はその面影を残すばかりの跡地となって入る。過去にここに人が住んでいたのかと思うと住んでいた人の苦労が忍ばれる。約2時間で丹波天平（たばでんでいろ）に到着する。1342ｍのピークでそこで昼食を摂る。付近は森林の中のだだっ広い丘という感じだ。約30分後の12:25に出発。同じような落ち葉に敷き詰められた山の裾道を落ち葉を踏みしめながら登る。登山道の周りは植林で囲まれ見晴は無い。ただひたすらの登りだ。間もなくサオラ峠（竿裏峠）に到着、峠には中川神社の祠があった。三条の湯まではまだかなりの距離があるため、先を急いだ。道は同じような登山道で、相変わらず見晴は無い。それでも木枝の向こうに富士山（ほんの頭だけ）や雲取山を見ることが出来た。同じような道を黙々と進んでいたが、丁度三条の湯に到着する約1時間前の時点で、突然右足を踏み外し、谷底に転落しかけたが、咄嗟に腹ばいになり身体全体で滑落を防ぐ格好になったので谷底への滑落は免れた。腹ばいになった状態で暫くズルズルと滑ったが、どこまで落ちるのかと思うほど冷静であったので、手指を立て身体が落ちるのを防ぐことが出来た。ほんの一瞬の出来事であったが、間違えばかなりのダメージは免れない状況であった。幸い５ｍ落ちた程度であったので、少し服が汚れたぐらいで済んだ。厚い落ち葉に敷き詰められた山道は危険が一杯である。慎重の上にも慎重を重ねて歩かねばならないと良い教訓となった。約1時間で三条の湯（三条小屋）に到着。今日はここで宿泊だ。水力発電（能力800kw）の電気と沢の水が豊富で、温泉の水質はPHが10.2のかなりのアルカリ湯だ。入浴していると身体がスベスベしてくるのが分かるほどだ。手作りこんにゃくの刺身と鹿肉でとても美味しい食事に満足した。

2日目

　朝方の3時頃までは星がよく見え。今日も良好な天気が期待できそうであったが、6時ごろには多くの雲が広がり天気予報通りの天気となった。6:35三条小屋を出発。気温がそれほど低くなく、まだ風の殆んどない。水無尾根をゆっくりと登る。やはり見通しの良くない山道を落ち葉を踏み締めながら登る。9:10に三条ダルミに到着したが、この頃から雲がかなり厚くなり、雨模様の状態となる。風も少しずつ強くなり始める。9時半ごろ頂上に向けての最後のかなりの急坂の登りになったがこの時点で天候は雨から雪に変わり、風も益々強くなり、風に向かっての登りでは顔面に雪が強く降り注ぎとても大変な登りとなった。益々降雪がつよくなり、風が強い状況下で10:00丁度に頂上を極めた。頂上には避難小屋があり大変助かった。まず頂上を極めたという印ということで、山頂でクラブの旗を掲げ記念写真を撮った。風の強い中でカメラをセットするのが大変であったが、他に誰も登山者がいない中でやっと撮った貴重な写真となった。すぐに避難小屋に飛び込み吹雪の中の下山に備えて装備を整えた。登りの時にもかなり路面が氷結していたので、アイゼンを装着し、厚めの服に着替え、雨具を付け、ザックカバーを装着し下山を開始した。頂上の気温は寒暖計で氷点下１℃であったが、強風を考慮すると体感的には氷点下１０℃位の感じであった。10:20に下山開始、1時間後に雲取奥多摩小屋に到着、そこで昼食を摂った。小屋に入れてもらい、土間で昼食を摂ることが出来て大変有り難かった。外は相わからずの雪が降り続けている。約30分昼食時間をとり山小屋の管理人にお礼を伝え、早々に下山を開始した。この時点で雪は相変わらずであったが、風は無くなりほとんど感じなくなった。鴨沢に向けとても長い尾根を延々と下山する。途中雪が雨に変わり、鴨沢近くでは雨も小降りになった。鴨沢のバス停に15時ごろ到着した。延々18km、約8時間の長い下山道であった。バスは16:03発であったのでバス停で濡れた着衣を着換えたり、軽い行動食えお取って時間を費やした。気温が低くとても長く感じた。奥多摩駅の近くで反省会をしたのが16:45、やっと一息付くことができ、熱燗が美味しかった。　
